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 まず、第 1 章では、日本の教育政策と学習者を取り巻く環境について概論する。文部科























































することとなった。この留年者数の多さを問題と捉え、2005 年教育大臣が”Learn more, 
Teach less”という声明を発表し、教育の機会均等及び国民の皆教育の必要性から教育制





















 第 3 章では、第 1 章における日本と、第 2 章におけるシンガポールの英語教育を比較す
ると、説末添付の小学校 6 年生で使用している教科書を見てもわかるように、語学力の差
が歴然としている。シンガポールは小学校 1 年生から英語の学習が始められるため、語学
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 現行の日本の教育状況から、外国語の使えるような人材の育成をめざすために、有線放
送の英語化、中等教育期間の受験英語対策からの脱却、義務教育期間の留年等の措置、生
徒一人当たりの教員数（S/T 比）の引き上げ、教員の指導力向上のため環境づくり、多角
的な人事評価制度など、英語習得のための新たな政策が、日本をグローバル世界で生き残
るために必要なことである。本論文では、制度及び学習者にとっての教育環境である教
材・副教材、教員などについて触れてきたが、政策として実施するにあたって必要である
財源の確保と配分といった点についての考察は不十分であるため、今後の研究課題とした
い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
